
令和３年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

①基礎的な知識や技能を習得し，課題解決に生かす力の向上 学力向上推進員 委員 校長
②書く・話す活動を通した思考力・判断力・表現力の向上 ２年担任：幸路真理 校長：岡田恭一
③主体的に学びに向かい，互いを高め合う力の向上 教頭：前田和博 岡田恭一

教務主任：瀬川知絵 印

【各校の取組状況の把握について】
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進

管理職による授業参観や教員からの報告等，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。
（１）知識・技能の習得

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○漢字の読み書きや四則計算については， ・基礎的・基本的な知識や技能を確実に身に付 ・定期的に小テストを行ったり，計算練習などを継 生活経験の少ない児童が理解 ・Ｖスキルの時間を使って小テストを定期的に行 既習事項の定着を図るために，タブレットを使ったド
ある程度の定着が見られる。 けることができる。 続的に行ったりすることで，基礎・基本の定着を図 しやすいように，写真や動画・具体 い，基礎・基本の定着を図ったが，定着度に個人 リル学習を有効に活用する。
●基礎・基本の定着に個人差があり，配慮 ・教科書の内容や問題文の意図，表やグラフが る。 物等を見せる工夫を継続して行っ 差があった。 各学年の発達段階に応じて，タブレットの効果的な
の必要な児童がいる。 示す意味などの読み取りができる。 ・分かる授業を目指して教材・教具の提示の仕方 ていく。 ・タブレットを活用してワークシートを送信したり，ド 取り入れ方を考える。
●課題解決のために必要な情報を読み取っ を工夫し，個々の児童に応じた補充的な学習指導 個々の児童に応じた補充的な リル学習を取り組ませたりすることで，個々の児童
て活用する力が弱い。 を行う。 学習を充実させるために，タブレッ に応じた補充的な学習指導を行うことができた。学

・重要な部分にアンダーラインを引いたり，指示語 トを使ったドリル学習に取り組ませ 習の進捗状況を把握することもできた。
などのキーワードを囲んだりして注目させ，何が書 る。 ・重要な部分にアンダーラインを引いたり，キーワ
かれているかを的確に捉えることができるようにす ードを囲んだりする活動を繰り返すことにより，書
る。 かれている内容を捉えることができる児童が増え

てきた。

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○自分が体験したことについては，進んで ・根拠や理由を明らかにしながら，自分の思いや ・ペア学習やグループ学習の機会を設定し，自分 発表の仕方や書き出しのモデル ・コロナウィルス感染予防のためにグループ学習 思考モデルやヒントカードを用意し，児童が自分で
書いたり話したりすることができ，伝える力を 考えを表現することができる。 の考えを伝え合う場面を増やす。 を提示することで，どう発表してよ は控えたが，各教科で学習の成果を発表する機 選択して活用することで，自分の考えを深め説明で
身に付けてきている。 ・他者の意見を取り入れながら，自分の思いや考 ・「なぜ」「どうして」そう考えたのかを児童が説明で いか分からない児童が発表しやす 会を設け，自分の考えを設定する場面を多く設定 きるようにする。
●筋道立てて自分の考えを書いたり説明し えを深めることができる。 きるように，発表の仕方や書き出しのモデルを提 くなった。 することができた。 タブレットで一定の成果を上げているが，話し合い
たりする力が不足している。 示する。 ロイロノート等で友達の意見を ・タブレットを活用することで，児童が意欲的に自 の機会も取り入れ、自分の考えを口頭で伝え合う活

・ホワイトボードやＩＣＴを活用することで，自分の考 映し出すと，自分の考えと比べや 分の考えを表現し，学級全体で共有することがで 動も確保するようにしたい。
えを整理したり，友達の考えとの共通点や相違点 すくなった。引き続き取り組んでい きた。
に気付いて自分の考えを深めたりできるようにす くようにする。
る。

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○与えられた課題にまじめに取り組み，方 ・学習に対して見通しをもち，主体的に取り組む ・何を学ぶのかが児童に伝わるように，授業のめ 授業の振り返りを毎時間するこ ・授業のめあてを提示することで，何を学習するの 年間指導計画に異学年交流活動を具体的に記述
法や手順が分かる学習には意欲的に取り組 ことができる。 あてを提示し，学んだことを振り返る場面を設け とは難しいが，単元ごとに振り返る かが明確になり，見通しをもって学習に取り組むこ し，計画的また効果的に実施できるようにする。状
める。 ・自ら課題を見つけて学習を進めたり，話し合い る。 機会を設ける。 とができた。 況によっては，オンラインでの交流を図る。
●自分から課題を見つけて学習しようとする 活動等を通して解決する方法を考えたりすること ・異学年交流の場と学習発表の場を結びつけ，相 タブレットを家庭に持ち帰り，児 ・児童が自分に合った課題を選んで主体的に学習 児童が主体的に学びたいと思えるような教材の提
意欲が乏しい。 で，学ぶ楽しさや喜びを感じることができる。 手意識をもって活動に取り組めるようにする。 童が自分に合った課題を選んで主 に取り組むことができるように，教材を準備するこ 示の仕方や，児童の興味・疑問から次につなげて
●家庭での読書習慣が身に付いておらず， ・本を読む楽しさを感じることで，進んで読書をす ・児童が自ら選択して学習に取り組めるように，タ 体的に学習に取り組むことができ とができた。 いけるよう，授業を計画する。
読書時間が少ない。 る習慣を身に付けることができる。 ブレットを使って行うことができる自主学習教材を るよう，今後検討していく。 ・委員会活動や国語科の学習を通して，本の紹介

準備しておく。 や読み聞かせを行った。
・学校図書を充実させ，本の紹介や読み聞かせを
することで，読書意欲を高める。

令和３年度 学力向上ロードマップ

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 ２月 ３月 ４月

東光小学校

「学力向上実行プラン」

次
年
度
の
取
組
に
向
け
た
情
報
整
理
・
構
想
立
案

学
力
向
上

検
討
委
員
会

研
究
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
取
組

全国調査
県調査

全国調査
結果公表

★学力向上実行プラン作成
・校内で共通理解
・学校ＨＰに掲載

基礎的な知識や技能

主体的に学び合う力

全国調査
「報告書」送付

授業づくり
研修会

学
校
評
価
の
デ
ー
タ
等
に
よ
る
取
組
の
検
証

前
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
た
新
体
制
で
の
プ
ラ
ン
作
成

分
析
・
検
証
結
果
と
し
て
プ
ラ
ン
の
公
表

次
年
度
に
向
け
た
情
報
整
理
・
構
想
立
案

校
内
研
修

取
組
の
検
証

結果
検証

授
業
研
究
会

授
業
研
究
会

校
内
研
修

確認プリント等を活用した学習の実践

校
内
研
修

推進員
研修会

県調査
結果公表

プ
ラ
ン
の
見
直
し授

業
改
善
の
立
案 校

内
研
修

確認プリント等を活用した
学習の実践調

査
結
果
の
分
析
・
取
組
の
検
証

各研究部会研修

校
内
研
修

保護者説明
（個人懇談）

校
内
研
修

保護者説明
（個人懇談）

結果
検証

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

授
業
研
究
会

自
校
採
点
・
結
果
の
検
証


